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第 1章 緒言並びに文献
動物の腸内菌叢が季節，環境，食餌等によって影響を受け，就中，食餌による影響の大なる
ことは周知の如くであるO 例えば人に於し、ては，乳幼児と成人の菌叢に著明な差を認め，同じ
乳幼児に於いても母乳栄養児に於ける B.bifidus，牛乳栄養児に於ける B.acidophilusの如
く，特徴のある菌叢が認められるO 人，牛，馬， L!羊，犬，鼠等は，夫々生活様式が異り，食
餌も亦，混食，草食，肉食，穀食等の差があって，そのため腸内菌叢が夫々特徴ある傾向を示
すことは，従来の諸多業績によっても明かであるO
然らば，同じ脊椎動物でも上記の如き晴乳動物と，鳥類，例えば家鶏の如く，成鶏と雛の聞
に食餌上その摂取分量の多寡以外には大なる差を認めず，叉生活環境に於いても余り変りのな
いものの聞にも，腸内菌叢に於いて差が認められるであろうか，或は生後経過の日数等によっ
て何等の変化が認められるものであろうか，これを関明することは雛の腸内菌叢を明かにし，
叉一般に食餌と腸内菌叢との関係を解明する上に重要であるO 斯る目的を以って標題の実験を
行った。
向，本実験に関係ある文献若干を結いてみると，時乳動物の場合，井上(1939)は人，犬， 
B.(以下B.acidophilus慎序は，人に於いて1白鼠糞便の嫌気性培養に於いて，通性菌の優勢
acid.と略す)大腸菌，プド{球菌，腸球菌，犬ではプド戸球菌，腸球菌，大腸菌， B. acid.， 
B.peloton債を示し，偏性嫌気性菌では，人/1，プドー球菌，腸球菌，大腸菌のB.acid.白鼠では
(以下 B.pelo.)，B. bifidus (以下 B.bif.)，藤J[日型菌，犬 B.pelo.，藤JlII型菌， B.bif.， 
白鼠 B~ bif.，B.. pelo.，藤JfI工型菌の/1院であって，人では 80%，犬 50%強，白鼠では 50%
弱が偏性嫌気性菌で，残りが通性菌で、あった。 
B. pelo.は人，犬の如く肉類，蛋白質を比較的余計摂取する者が，白鼠の如き穀類食のもの
に比して多く現われ，逆に B.acid.は白鼠では非常に多《出現し，人，犬に於いては透かに
劣勢を示した。海宝(1934-)は人の母乳栄養児の糞便に於レて， B. bif.が圧倒的地位を占める
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が，離乳期に入って漸次減少し，夫れ迄極めて劣勢で、あ》った大腸菌‘が増加し， B. acid.も出現
して来る。腸球菌の地位は常に大なる変化を認めず。離乳完了期(生後 1年 7 8月)に於い"， 
菌種のみが大半を占める1闘であるが，以前の如く1，腸球菌のB. acid.，大腸菌，B.bif.ては
とし、う様なことは認められなくなり，爾後月日を経過し B.bif.が向減少し次第に成人菌叢に
近付く，即ち B.acid.， B. bif.等炭水化物分解菌7こる乳酸梓菌類は比較的少くなり，賓臼質
分解性の好~嫌気性菌及び大腸菌等が増大し菌叢は複雑化して来る 成人菌叢に関して藤川O
(1934)の業績があって嫌気性菌特に Bacteroidesの腸内菌叢に於ける位置の重要さを認識せ
しめたが，比較的最近のものでは Dubos(1948)によると，好気性培養に於いて大腸菌(千十)，
腸球菌(十)，嫌気性培養に於いて乳酸梓菌(十)， Clostridium (+)， Bacteroides (十)， 
Spirochaeta (十)である。符号(+十)は多数常在， (十)は少数乃至普通常在を示す。田IfJ奇 
(1942)は草食動物に於いては腸球菌(-Ht)，大腸菌(十)，枯草菌(十十)であって偏性嫌気性菌
は極めて少いことを認めた。
鳥類菌叢に関しては，仙波 (1938)の腸球菌に就し、て詳細の研究あり。作田(1941)は 30羽
の成鶏糞便から大腸菌族の優勢例 6，腸球菌族の優勢例 24を算え，嫌気性培養にては偏性菌が
少し大半は通性菌であった。加藤，佐々木(1934)は正常飼料飼育の鳩及び鶏の腸内菌分布
状態を研究し，大腸菌，腸球菌，乳酸梓菌を主要常住菌と認め， i扇性嫌気性菌は僅少なりと報
じた。海外例では， Menes & Rochlin (1929)は鶏，鷲烏等から大腸菌，腸球菌，乳酸梓菌
を主要菌として認め， Kticel (1930) も七回烏に於て大腸菌，腸球菌，乳酸梓菌を認めた。 
Emmel (1930)は雛 10羽，成鶏 20羽に於いて執づれの場合も大腸菌が優勢なりとし，更に 
Communisと Communiorの比率は等しく，全菌数の 60%を占めた。
第 2重要験方法 第3節糞便採取及び稀釈法
第 1節使用動物 被菌紙上に自然排便せしめ，直ちに減菌試験管に
生後(勝化後)4~5 時間乃至半日{立と推定される 投入し生理的食塩水にて稀釈し，約 10f音量となし，
家鶏雛(白色レグホーン種)4~6 羽を 1 回の実験に 更に別の試験管に 102，103， ，105壬，10 106倍稀釈液を
供し，半月間隔で更に新規な群の実験を繰返し，初
秩から翌初涯にかけ 10固に亘り，総数 53について
行ったが，その内事故(死亡〉記録不備等の 10例を
除き 43例を検討の対象とした。
第 2節飼育方法
自然飼育(農家等にて見られる〉に準ずる方法。
即，常時は一括して木製の飼育箱(電球保温〉に入
れ， 1日1回約 1時間戸外に遊ばせた(当教室の西側
庭〉餌付，給水は生後丸2日経った頃から始めたの
其の他青菜を与えた。餌は市販の配合飼料(抗生物
質，ビタミン，特殊薬剤を含まぬもの〉を用いたの
配合飼料は大麦，小麦，玉萄家，粟，魚粉，徴量の
塩類等より成り，其の成分比は水分 11.7%，粗蛋白 
質 18.3%，粗脂肪 5.1%，可溶性無窒物 46.6%，粗線 
維 7.4%，粗灰分 10.99るである。
作り，数枚の平板培地面に各稀釈液を夫々 1白金耳
宛塗布し，手早くガラス棒にて板面一様に拡げて後
瞬卵器に納め，培養後数個の中から，適当集落数 
(50--60)出現せる板面を選び、検索を行った。
第 4節 使用培地並びに培養法 
1.好気性培養 (370C 1日，更に室温 1日〉 
(a) EMB寒天 
(b) 1%房長糖ブグシン寒天 
(c) 1%葡萄糖寒天 
(d) pH 4.4酢酸 1%葡萄糖プイヨン 
(d)のみ 370C5日間観察
 
E 嫌気性培養(黄燐燃焼法〉

10% rJJ羊血液 1% 葡萄糖寒天 (Ze~ssler 培地〉
(370C 3~4 日間〉
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第 5節菌種決定 
全般的に各菌の最も基本とする性質に基いて菌種
決定を行い，多少共疑義を生ぜし菌に於てのみ，文
献を参照し詳細な検査を試みた。
1. 好気性及び通性菌
(a) 大腸菌族 (Escherichia， Intermediate， 
Aerobacterつ(以後C又はC族と略記す〉。
グラム(一〉梓菌; IMVIC反応i EMB培地に
於ける発育状態を基準とした。
(b) 腸球菌族(以下E叉はE族と略記〉
グラム(十〉球菌，卵円叉は楕円形多く大さも均
ーならざるもの多し。 450C~こ於ける発育， 600C 30 
分間に生存を示すものを採用した。
(c) プドー球菌(以下プ球菌と略記) 
グ、ラム(十〉球菌，名の如き特徴ある配列を示す
が，集落に色素を生ずるもの多<，且つ日を経るに
従い著明となる。白色の場合でも其色調はベシキ
様でE族集落の示す淡白磁色乃至半透明に比して濃 
厚であって， 1日培養後取出した培地を更に 18.室 
温保存の上，検索したのも E族との鑑別が寄易とな 
るためである。 一
(d) 枯草菌族(以下枯叉は枯族と略記〉
届平，形不規則p 表面半潤~乾，縮冠状の繊襲，
周辺縮毛状，灰白~黄白~クリーム色調の集落を生
じ， グラム(十〉の有芽胞性大樗薗。
(e) 菱形菌族
グラム(一〉梓菌，集落の拡がりの早いこと，乳 
糖非分解等に拠る。但し 0.05%石灰酸を加えた培地
ではC族に相似た扇平類円形集落を呈す。此場合
菌体周囲の多鞭毛性，活溌な運動性， l]rease反応 
陽性及び斜面培地に分離した菌の発育による培地面
蔓延等を旬、って決定す。 
(f) Hefe族 
B. Acid.は通性菌ではあるが， MicroaerophiHc 
でご普通培地に於L、て好気性培養にて生ずる集落は極
めて微細にして，判別，算定困難なるため，主とし
て嫌気性培養にて出現せるものを検した。其の際の 
集落は円~類円型で， E;平~弧状(半球状までに至 
らず〉表面平滑又は中央に低突出部を有するもの等
あり，且つ周辺に堤防状の縁を作るものもある。嫌
気槽内より取出した直後は表面潤，後次第に半潤に
移行す。色は灰白~乳灰白~黄褐色(中央柏、淡きも 
の多し〉を呈し，溶血性なし。グラム(+)無芽胞
梓菌にして単独，並列，連鎖等の配列を認む。平板
培地(嫌気〉に生ぜるものでは，並列と連鎖の混じ
た東状~筏状配列をなすものが多く認められた(図 
Ac 1)。
上記の菌を pH7.0の ZLB(肝々片プイヨンフに
移植し， 370C 24時間培養後，発育を認め且つ pH
値低下著明なるものを B.acid.と決定す。其の際
pHの値は殆んどが， 4.0~4.6 を示した。
ll.偏性嫌気性菌
(a) 芽胞菌の内， B.Welchii (以下 B.Wel.と
略す〉は比較的大な集落を呈し円型，扇平皿状~釦 
状， 1間~半潤，灰白，柏草色味を帯びたものあり。
空気中にて次第に緑愛す。溶血畳を認む。グラム
(+)大樗菌で， グラム(一〉菌体を混在す。葡萄糖
分解ガス発生旺盛，急速な牛乳凝凝周~消化等を認、 
む。 B.Wel.の外には，遥かに頻度少く Amylo-
bacter近似菌(以下 Amyl似とす〉を認めた。即
ちグラム(十〉梓菌で端在~偏在の菌体より桔大な
る芽胞を有し，培養面より刺激性酸敗臭を発するも
生，午乳急速凝固，葡萄糖，震糖，乳糖を分.'1非溶血
解且つガス発生を見たものである。
(b) 現在芽胞性樗菌 (Bacteroides) 
B.bif.はグラム (+)Y字状~V字状有頭状等の
グラム(+)大型球状，ダノLマ型，楕円型，西洋. 特異なる菌型を呈するので，それのみにより決定
型を呈し，集落潤滑にして E族の夫れより柏大で淡
白，周辺半透~極淡褐，寅褐味を帯ぶ。
(g) 其の他
グラム〈一〉小球菌(密集性〉で各種糖類に不反 
応にして，カターノL性球菌を思せるものを数回検出
せるも，其集落は比較的大にして類円且つ円錐状， 
淡黄白~僅草味がかったクリーム色調を皇し，
Aerobacter集落に一見似て見るも，熟視すれ民全
く別種のものなること明かにして，また上記カタ{
ノL性球菌の集蓄とも一致せず。
(h) B. Acidophilus族 
す。集落も独特で， B. Wel.に比して蓬かに小形で、
丸味が強く，概ね寅褐色ペッ甲色を呈し，非溶血性。 
其の外グラム(+)で菌形上 B.Tortuosus，B. 
pelotonに類似せるものを認め， 夫々 Tort.類似
菌， Pel.類似菌として記載，グラム(一〉で菌形と
B. Fusiformisに類似せるものを Fusi.類似菌と
して記載した。其の他のグラム(一〉梓菌として記 
載したものの多くは，輪廓明瞭なるも菌体が淡染性
で鈍端のズングリした菌で、藤}lI型菌に類似したも
のである。之は其の他G (ー 〉樗と以下略記す。 
(c) グラム(+)球菌類も逐次検出されたが一括
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図1. 菌体模写図 
3. Ac 1. Ac 2. Ac 
Ac 4 Pel類似 Tort類似
Fusi類似 其他のG(ー〉樗(藤JIII型様〉 共他のG(一);惇
して G(十〉球と略記記載した。 月 ~2 月迄は両者m倒的t1L，それ以後は Int.の方が
(以上主なる菌は別掲模写図参照〉 優ったが，之を以って両者の出現傾向が特徴付会けら
第 3章実験成績 れるとするのは寧ろ早計であって，出品見に関し規則
雛 43羽(合2'5，♀ 18)及び成鶏 10羽(合 4，♀ 的なものは存しないと見るのが妥当であろう。 Aer. 
~ 6)について行った各個の実験内容全部を掲示すーる と Int.の勢力が Es.に比して劣勢を示す場合が大 
ζ とは煩雑を来すのみであるので，要時 2~3 の実 部分であるが，表中，同じ劣勢でも Aer.は全菌数に
例を表示した以外は，夫々より得た成績を整理し纏 対し 10%以下の僅少のことが多く， Int.はそれよ
めて記載した。 り多く， 10%或はそれを梢上廻る場合が多かった。
第 1節好気性培養 (b) 1%薦糖フグシン寒天 
(a) EMB寒天 培地面に生えた Es.の震糖分解性を 18羽につい 
Escherichia，Intermediate，Aerobacterの出 て観察し表 2に示す結果を得た。表中の非は非分解
現状態を 30羽につし、て観察すると表 1の如くであ 菌，分は康糖分解菌の略字である。
る(夫々 Es.Int. Aer.と略記す〉。 初めの内は両者共不検出の例が 7例宛 2日間もあ
検出率，勢力(集落数〉共，各期を通じ Esが圧 ったが，之は Es.が存在しなかったとは断定し得
倒的優勢を示し，其の Es.も最初の内は柏検出率が ず，糞便稀釈が適当でなかったかと考慮、の余地があ
低いが次第に増加し， 5日目以後毎回 90%以上を示 る。綜合して見ると各期共に非分解菌が優勢を示す
したoAer.は初めの内 Int.より検出率が高く，半 場合の方が多かった。
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表1. 3菌の検出状態と各菌の勢力
後経過 j1白I 2 I 3 I 4 I 5 1 1 -I五|ム詞成7日|平副 
実験羽数(回数) I .30 j30. j30 j30 j30 I 30 I 30 I 30 j26 I8 j10 
Es 
76 
28 
93 
26 
100 
8 
100 
10 
100検出回数
12 
40 
23 ;i;|; 
(上段〕 4 3 11 19 5 5 
マ検 出率
Int 
13 10 36 72 62 50 
13 18 2 2 
Q U
iAυ
qL
in
1E4  
表 2. Escherichia coliの蕪糖分解に関する成績
生後経五11日 12 1 3 1-4--15-r7日|平正j-1-1-;石川
実験羽数(回数)I 18 I 18 j18 18 18 18 18 I18 ! U3 I 10 1 
qa 
nvAvqo 
qdAVqa 
Es I十 
白下欄の微小集落の算定は上記全菌を含めて行つ
た(多数の場合は概算による〉。即ち，符号は全菌数 
に対すものである。
C族について見ると第 1日では 38羽中集落数 10
%以下 1，50%迄のもの 6，50%以上のもの 15，こ
の合計 22は検出数で検出率は 22/38である。他欄
を同様に読んで行くと，各期を通じてC族及びE族
が圧倒的優勢を示し，プ球菌族之に次ぎ，枯族は予
(c) 1%葡萄糖寒天
検出した菌はC族， E族，プ球菌族，枯族， Hefe， 
G (一〉球菌族，微小集落群，其の他であって表 3
に示す如くである。但し，微小集落が多数出現した
場合，その算定が困難な場合が多いので，各菌勢力
の比較は微小集落を除外して行ったものである。符
号+は 10%以下，十十は 50%迄，十件はそれ以上と
す。 
ハ 
りに 
円 
43 69 25 20 
dou--
VA
1Uτ
ハリハリAUAVqL 
噌 
唱 
り泊川 
唱 
りに
Q
ワ
i
dqa
UAりウ 
唱 
t i  
d
i1A
円唱E ムi
10 6 85 45 5 9。 8 。 9 11 2 11 1 。 3。。 1 。2 14 21両共検せ岩出場勢力合のる
非〉分(倍以上〉
非>分(倍以下〉
非キ分 。。。。。 2 。。1 1非く分(倍以下〉 4島 0 。 22 4 4 32 12 3非く分(倍以上〉 
24 3 22 6 4非のみ検出の場合 。。 4 。。。。。。 1 1 1分のみ H 。H 1 1 17両者共に認めぬ 。。。 。。。。。。。。 7 11 1僅少の為不判定
148 10 14 915 11i13|1010。 4 I 2 I 6 43 3 12分が 2グ 
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井"ヤ Aヲ 主と
Jヘ 来住 iC'うー ロ 
実験各期に於ける菌の検出(ーと中下段の
合計が検出回数に当る〉と其勢力
生後経過 ]1 日|到三]~~78]_~]_:_1~三円12
実駅羽数 [38 [43[43 [43 r中3[山
表 3. 
4 
5 
0 
6 
+ 1 。。2 3 5 6 3 811 
C族 +十 6 9111 17 15 17 17 22 28 2 
十件 15 25 29 24 24 19 19 17 611 
+ 1 71 3 1 3 4 2 1 。。
E族 t十 13 23 28 24 23 13 17 17 11 1 
十 17 8 9115 14 19 22 24 31 3 4 
みて，相当の意義を有するものと J思考されるので，
之に就いては後述する。
扱て日を追って， 1 羽 1 羽の~遷を観察して行き，
全期を通覧してみると，全く同一経過を辿る場合は 
1例とて見ず， 各個ノミラノミラで握りのないものであ
って，菌叢の~化を一つの公式風に表現することは
至難である。依って全期間を 3段階{立に大きく区切
って相似傾向のものを集約して横の連絡を求め，各
羽について菌叢の移り愛りを眺めた。次いで日月毎
の縦の比較を試み，之等を綜合して菌叢~遷の状態
を検討した。先ず実例2，，-，3を示す(表4)。
各実例に於いて下欄の如き判定をなし，安遷の傾
プ球 向を求めると綜括欄の如くになる。斯j
って 43羽例を全部集約すると 18様式に・分けられ:l川:i;l:;l:( 設な方法によ/菌族
た(表5)。 
枯族 
1 1 1 18様式にも及んだことは各羽例の菌叢推移が如。 
何にマチマチであるかということに外ならぬが，之
等の内比較的多かったのは不足ー不足-E優勢の様
式をとった 8例で，次いで不定-E優勢-E優勢の
。。。。。。。4 様式のもの 6例であった。之によると中雛期になってE族の地位が高まって来ると見られもするが，執
れも支配的な程の多数例を求め得なかった点から見
て，菌叢~遷に或特徴を見出すということは容易な1
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ことでなく，上記2様式が他の様式に対しては栴多
かったと認めたのみである。4 
併し表5を縦覧して各区間内に於ける傾向を観察1 
比較して見ると僅か 3，..，.4様式に分けられるので，
時期による傾向の比較が楽になって来る。即ち，表 
5の縦覧によって得た成績は表6の如くになる。 
l，..，.i'日間に於し、て不定なるもの， C優勢のもの， 
頃であり，半月)1優勢のもの，両者伯仲のもの，のE
---1月となると E優勢のものが増加してC優勢のも
のを抜き， 2~-3 月では更に E優勢のものが増加し C
1 
想に反して検出勢力共に弱<， Hefeは僅少， G 
(一〉球菌族はわj期に柏、多く出現したが恒久性を認
めず，之等-は敦れも確固たる出現状態を示さず，又
{也菌に対する影響も先ず認められなし、ので，木好気
性培養に於ける主眼を C族及。~E族に置き共の相互
関係を追究した。前鍛小集落群は其の出現状態より 
表 4. 実 研』
月ロ噌 口噌 口FHU 
H 7日 a - -
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' ' AOO H 1月 
q o  49
臼
ロq o  
M 
。
。
 
。
。
 
ロ口 
。。
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35 13 311 47C 族 48 32 16 34 41 
86 
4 。
A.
口 
H生後経過
9 5486。1E 族 。 2234 27 6 2 42。 。 。 。2プ球菌族 1枯族 o
33 17?J，ノ。 54。 。 。 。微小集落 o 
。。。。。。I 。 2其他 o I 
長 IC>EIC>EIC>E]I~判。>りく E]C咽煙<空l竺花区竺ー判
綜 --~-j----C1J!A巾トを示す i 不 jE足 優 
1 
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F 生後経過 1Bl28-j日戸1百¥7日114日丙-12月 
C 族
E 族
プ球菌族
枯 族
微小集落
G (-)球菌
其 イ也
。 。 。 62 30 62 11 6 8。 63 18 12 32 19 21 27 13。 。 51 13 。 。 。 2 1。 。 号 。。 。 。 。 。 。。 。 。 多 24 5 。 8 ζ~ノ。 12 。 。 。 。 。 。 。。 。 。 。 。 1 。 。 。
判一綜 定一合 ICくE)C<E.lC>E)C宇 
定 
EIC>EIC<EIC<EICくE
I E 優 jE優
実例 3 
A 生後経過「日寸ふ寸正司7計百 ¥-7-S-¥〆引L丙 J 1月)2月 
。28 21512 111 72C 族 54。4 5 57 1157 15G 族 。 。 30。 。 。 。 13。 。 。 72 3プ球菌族 。 。 。 。 。 。 。 。。
2 1枯 族 
。 。 。 。 。 。 。
1。 。 。 。 。 3 ニbコノ微小集落 多
• 0。 2G(ー 〉球菌 。 。 。 。 。。。 21 1其 他
定 JC>EIC>EICくE/C>EIC>ElcくE[C辛 E|CくE!CくEI C<E 半日
綜 不 定 E 優
表 5. 各羽の全期に亘る愛遷 表 6. 表 5の縦欄の綜括 
。
。
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2，3 月 7 31 
1 34 月 
2 3成 鶏 
6 24同(作図例〕 
優勢のものに比し約 3.5倍を示した。 4ヶ月では 3 
倍，成鶏では1.5倍，但し成鶏では伯仲例の方が多 
かった。併し以前の作田氏によると成鶏の場合E優 
勢例はC優勢例を蓬かに凌ぎ 4倍を示した。作田氏 
の場合は蛋白質を全然含まぬ飼料即ち麦と青菜のみ 
にて飼育したので，広義の乳酸菌族たる E族の優位 
J思考し得るものである。余の実験に於いてはE優 
勢曲
も
線の山は中雛期に現われ， C優勢例は逆に其期 
には谷型となって現われ，伯仲例は成鶏期に多く，
之等は図2に示す如くである。
43 
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図2ゅ 腸内菌優位の愛遷
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1--7 日半--1月 2~3月 4月 成
註:不定例数優位の比率は次第に下降を示すも， 
1ヶ月以降は各期 1回と実験間隔が開いた為，
不定例は除かれ， C，E叉は伯仲町長の判定
のみが採られた。矢印は予想下降線方向。
次巳微小集落群iこ就て考察して見ると表3に示さ
日(胎便期〕には現われ2"，1れた如く，此群は第
ない。普通便を排出する 3日目になると僅少数の雛
に於いて出現を見，日と共に次第ι検出回数及び共
の菌勢力を増し忽せに出来ぬ態度を示す。集落は非
常に微細で縫針先位から，それより僅かに大きい程
戸のものが大多数であって，透明に近く，肉眼では勿
論，拡大鏡を用いても菌群聞の判別は困難である。
日が経つでも大さを増大する様子は見えず，而も之
等が多数に出現した場合は一層困難であって，その
数さえも概算しか為し得ない場合が多く，-斯かる場
合同時に実施した嫌気性培養にては多数の集落が認
められ，之によって微小集落の大部のものは相当嫌
気性傾向の強い菌群であることが推定され，初期
(半月迄〉中期(1"，4月)，成鶏の各期に出現した培
地面より無選択的に夫々 1個宛の集落を採取し，之
を ZLBに植えつけて増菌せしめ， グラム染色の状
態及び2--3性状の検査等を行った。各期 30例宛行
った結果を表 7に示す。
表 7. 各期徴小集落菌の検索
検査菌株数 I 3r I 30 I 30 
鶏成L月4"，11生後経過|半月迄
B. acid. 族 18 23 1 19 
G (+)球菌 5 1 415 
G (一〉揮 214 
B.Wel.類似 1 1 110 
Pel.類似 311 0 
不発育菌 102
之によって B.acid.が此菌群の中に非常に多く
存在してレることを知り得た。この ZLBによる 
B.acid. の形態は前掲図 1 中の Ac2~3~4 の形を
示すものが多かった。
其の他，偏性嫌気性菌B.Wel.及び B.peloton 
に類似せるものが少数ではあるが認められた。之等
嫌気性菌様の或種の菌が 1%葡萄糖寒天の好気性培
養に於いて痕跡的ではあるが，生え得るものである
ことが認められた。叉同時施行の嫌気性培養に於い
ても B.acid.が他菌に比して最も屡々認められ， 
Eつ其の菌勢力も優勢を示す場合が屡々認められ，
両培養の比較から或程度一致点のあることが知得せ
られた。' 
(b) pH 4.4酢酸 19合葡萄糖プイョ y
各期に於L、て糞便稀釈 102倍液を品目L、メスピ〈ツ
3"，1で培養す。発育は370 C滴を培地に加え1ト勺 
日位の聞に認められるものが大部分で，此の液体培
地の 1白金耳を 1%葡萄糖制面寒天に塗抹し 370C 
1日培養すると非常に微細透明の小集落が多数生
ず。時にはそれ集落群の間に直径 1mm位の白磁色
の集落が散見されることがある。グラム染色及び性
状等を昔話ベ前者が B.acid.後者がE族の 1種であ
ることが確認された。プイヨユ/及び斜面寒天に発育
じた B.acid.の形態は図 1中の Ac2--3--4型が
多かった。
次に生後何日の糞からプイヨユィ発育が起るであろ
うか，表8v;こ之を示す。
表 8. pH 4.4酢酸 1%糖入プイョ y
の発育状態 (B.acid.) 
|言霊L言語夏

目台 便 期 43 r 1 
第 1 日 43 18 
普通使期 第 2 日 43 13 
第 3 日 43 11 
其後実験毎に発育を認めたもの 43 41 
1 1回丈け発育認めぬもの 43 2 
H 2間以上 H 43 。
生後 1~2 日即ち胎便期に発育を認めたものは 43
例中唯 1例に過ぎなかったが，餌付の翌日即普通使
第 1日では 18例に発育が認められ其の第2日には 
13例，第3自に 11例で合計 43例が全部 1週間(生
後〉以内に発育を認、めた訳で、ある。然らば生後 1週
間経過の後は成鶏に至るまで検査毎に発育陽性を示
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すであろうか， 41羽例に於いては数回の実験毎に発
育を認め， 2羽例に於いてのみ全経過中の数回の実
験に於いて唯 1回宛，発育陰性のものを認めたに過
ぎなし、。即ち余の実験雛群に於いては生後数日を経
れば，爾後成長の間殆んど毎常， B. acid.族の存在
を認、めた訳で‘ある。
小括 
1%葡萄糖寒天(好気性培養〉に於ける主主要菌種
はC族及びE族であって，之に次ぐものとして微小
集落群を挙ぐ。ブー球菌族及び其の他の菌は食餌の影
響というよりも，寧ろ其の都度の環境によるものと
息われる。其の発現状態も関連性を欠き，鶏腸内菌
叢を構成する重要な因子とは認め難い。It-
1. 各羽例について，其の時間的安遷を眺むるに，
全く同ーの菌叢経過を示した例は認められず，個々
夫々の成績を示した。併し乍ら，全経過期間を柏、大
きな区間に分けて観察した場合に於いては，多少似
通った経過を示したものが認められ， 43羽例は 18
様式に分けられた。 18様式の中では，初期菌叢が不
定の場合と C族が優勢を示す場合から，成長に従っ
てE族が勢力を増して来る様式が稲多い様に見受け
られた。 
2. 各期に分けて見ると，初期に於いて不定，次
にC族優勢例を多く算えた。発育の最も旺盛な中期
(生後 1月の体重は瞬化時の約 5倍， 2月後では約 
15倍を示す〉に入ると E族の勢力が圧倒的となり，
成鶏では自験例ではE族優勢例がC族優勢例を柏凌
ぎ，作田氏例ではE族優勢例が圧倒的多数を示した。
これを要するに全経過期間に於いてC族及びE族 
が常住性主要菌なることは明かであって，初めの内
菌叢の傾向が動揺不定的で，此の期を過ぎると次第
に安定性を帯び，成鶏と大なる差を認めぬ様にな
り，哨乳動物の場合の如き成長期間中に於ける菌叢
‘の特異性というものは認められなかった。
3. 徴小集落群の出現は嫌気性培養時に於ける， 
通~偏性嫌気性菌の多数出現を予測せしめ，叉其の
発現が生後数日の期間を必要とすることも，両者に
於ける相似た点と言える。伶此徴小集落群で、優位を
占めるものが， B.acid.族であることは注目され
る。叉偏性嫌気性菌段の菌種の或ものが，好気性培
養に於いても痕跡的発育を示すことが認められた。
第 2節嫌気性培養
州語現実験 i盟国量l菌勢力
仇1. [ ~回一出土山1
凶ド[-6-[ [-i [ iト3 
pel. iIl [-~ -:-[ :-[-8IE干 
-Ul子[11 [手[i-
-[~;司士1=#: …|;;(-:l61iiJ 

1714l;;!子[ 1i-14-
14i七-IH11 ~-I-: 
ト書|;;lU6it
43羽の中 37羽について 6間，他の 6羽は 5聞の
実験を為し，延252回に及んだ。 B.Wel.について
見ると， 1週間に 1回丈け検出したもの 13羽例，同
じく 2回検出したもの 4羽例(従って此の 4羽の検
出延回数は 2x4=8である)，他の 26羽例に於い
ては 1回も検出し得なかった。之等の合計検出回数 
21回に於ける菌勢力は 10%が 19例， 50%迄が2
例， 50%以上を示した例はなかった。以下同様にし
て表を辿覧して行くと其の他G C一〉梓(その多く
は藤JIII型菌様である〉及び Tort.類似菌が比較
的多く検出されたが，検索例252に比べると 1/20及
び 1/15の検出率を示すに過ぎなし、。 B.Wel.は比較
的初期(生後 4~5 日〉に検出したものが多く，之
は第 1日日より雛を土に馴染ませた関係で、あろうと
全期を通じて偏性菌は通性菌に比して検出度，集'忠われる。併し B.We1.の勢力は殆んどが 10%以
落数共可成り劣勢であった。通性菌の大部分は C 下に位置した。 Pel.類似菌， GC+)球菌類，其の
族， E族， B.acid.族によって占められた。偏性菌 他のGく+)無芽揮菌， B. bif.等敦れも甚だ少許で
骨第 2号 千葉医学会雑誌 -165-
表 10. 生後半月以降に於ける嫌気性菌の検出状態 
あって，大きな意義を示さなし、。
次に生後半月以降の実験に於ける全偏性菌の検出
状態について見ると， 生後 1週間内の場合では 252
回中検出 63回で，其の率25%であったのに比し
て，半月では 43問中 27間検出で 63%と増加を示
し 1月後 43回中 36回検出即ち 83%と上昇し， 2 
月後では 39問中 32閏即ち 82%で略平行状態を示
した。 3---4月後に於ける 100%及び成鶏 70%検出
率は例数が少かった為，絶対的とは言えぬが，成長
に従って諸菌の出没が次第に盛ゐとなり，腸内菌叢
の複雑化が進みつ Lあることを認めさせる。併し出
現菌種に一貫した傾向が見られず，多くは外界環境
に支即されて一過性に出現するものふ如く J思われ
た。半月以降に於ける各菌の検出回数及び菌勢力は
表 10の如くであるo • 
之によると各菌の中特に勢力のぬきんでたものを
認めなかったが，・其の他G (一〉停が毎期少激では 
あるが検出例を得たこと及び作田氏実験時には検出
されなかった Tort.類似菌が毎期に少数の検出例 
を得たことが若干の注意を惹いた程度であった。
表 11. 生後 1週間に於けるの B.acid.検出状態
一一一|
実験羽数 43
一一一一一一一一 J 一
実験回数(各羽 6間宛)I. 258凹 
6回共検出せぬ羽数| 3、 
一一一一 | 
6問中 1回検出せる羽数 1 13 
グ 2回 H 17 I検出合計 78問 
/1 3恒l H 9 I (約 30%) 
1 4回 H 
上記 78回検出時に於ける菌勢力 
10%以内のもの 
50%迄のもの 
50%以上のもの
要するに嫌気性菌の出現に関しては，其の時期時
期の外界の影響，環境等が考慮されなければならな
L、。例をとると，第 1実験群4羽例に於いて生後 4
回目に B.We1.を認めたもの 2，同じく 1月後 2，-
2月後其の他 G (一〉梓 4，第2実験群4羽例に於
じて 4日目 B.Wel.検出 3羽例という如く，同じ
4
8生ハり 
4
斗
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実験群の或時期に於いて同一菌種が2羽以上数羽に 出状態は初期 1週間内に於いては表 11に示す如く，
於いて認められたことは屡々であって，何等か外界 約30%とし、う低さであったo併し其の勢力は中等
からの感染因子が其の時期の腸内菌に影響を及ぼし 度を示した。
たと見るべきであり，夫等の菌が其の動物腸内固有 其の後は各期共，表12に示す如く 80%以上の検
のものであるか否かについては疑問がもたれた。 出率を示し，鶏腸内菌として除外し得ざる立場にあ
嫌気性培養に於いて多くの場合優勢を示した通性 る。 B.acid.族の勢力は表 12中に示す如く相当の
菌の主なるものはE族， C族， B. acid.族であって， 位置を占めている。
其の他は僅少であった。 B.acid.族はE族やC族に 成鶏の場合は例数が少いが， 6/10の検出率を示し
比して時に劣り，時に優り;総体的に見れば，略々 た。
之等両菌に措抗し得るものと 思考されたが，其の検J
表12. 生後半月以降に於けるB.acid.の検出状態
実験羽数| 43 43 39 4 4 10 
実験回数(各1回〉 43 43 39 4 4 10 
生後経過
非検出回数 
半月 
8 
1月 
4 
2月 
1 
3月。 4月。 成鶏4 
検出回数 35 39 38 4 4 6 
菌 勢 11171田 111512014
叫判 61 0 [ 4[ 0 
+[朴|時十|朴|冊 +1朴|排 +1件|掛 +1件 j1ftI+ 1件|時
第 4章 総括並びに結語
余は各時季に豆り 43例の鶏雛について，その成長に伴う腸内菌叢の消長を検索し，考察を加恥
えた。実験の結果を要約すると次の如くであるO 
1. 大腸菌族と腸球菌族の関係に於いては，幼若期には不定例が多く，大腸菌族優勢例が之
に続き，中期以後に於いては腸球菌族優勢例が多数を占めた。 
2. 大腸菌族では Escherichiaが圧倒的に多く， Escherichiaでは薦糖非分解菌が分解菌
よりも優位を維持した。 
3. 1 %葡萄糖寒天の好気性培養に於L、て，生後数日にして出現し，爾後次第に検出度を高
めた 1群の特異微小集落菌は従来の文献で、は明らかでなし、が， B.acidophilus族を多数含む
こと及び其の他嫌気性菌様であり乍ら好気性培養に於ても痕跡的な微小集落を形成するものの
あることを確認させた。 
4. 偏性嫌気性菌は胎便期(餌付前)には殆んど出現を見-fo餌付後普通便期に入ってから
次第に検出される様になるが， B. Welchiiを始めとして不規則なる出現態度を示し，固有菌
として認められたものは殆んど無いか，或は決定づける有力な要素を得られなかった。叉，其
の菌勢力に於ても偏性菌は通性菌に及ばなかった。 
5. 之を要するに，家鶏の如く食餌や生活様式が年令によって格別の差のない動物に於いて
は，幼若期から成鶏に至る迄の腸内菌叢は，其の内容に於いて根本的な差異は認められず，唯
時々夫等菌種の相互関係に動揺を認めるのみであって，此の点が人等nm乳動物の年令差による
腸内菌叢の変遷とは異る処であって，食餌が菌叢に及ぼす影響の大なることを，今回の実験に
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於いても十分に認めた次第で，あるO 倫時季による特異性は見出せなかっTこo
稿を終るに臨み，御懇篤なる御指導と御校聞を賜りたる恩師谷川教授に満腔の謝意を捧くやると
共に，種々御厚意を賜わりし田波助教授並びに教室員各{立に厚く感謝の意を表す。
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